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平成 28 年 1 月吉日 

ユーザー様各位 

株式会社 デンタルハート 

医療ソフト事業部 

Tel：0956-27-1177 

Fax：0956-27-1188 

v59700 追加修正プログラムのご案内 

 拝啓 新春の候、皆様ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引き立てをいただき、厚く御礼申し上げます。本バージョンアップにおける 

変更点につきましては下記の通りとなります。 

  

修正プログラムでの変更点 

訪問診療３の算定時の 

訪問診療加算算定 

修正前 訪問診療料３と合わせて処置や手術、歯冠修復および

欠損補綴の項目を算定した際に自動的に訪問診療加算(50/100

加算)が算定されない。 

             ↓ 

修正後 自動的に訪問診療加算(50/100)が算定されるよう 

修正を行いました。 

※訪問診療加算(50/100 加算)の対象項目については下記の 

表に記載しております。 

【訪問診療加算(50/100 加算)対象項目】 

抜髄(単、２、３根管) 感根即充(単、２、３根管) 有床義歯修理 

感根処(単、２、３根管) 抜歯(乳、前、臼歯) 歯科技工加算 

抜髄即充(単、２、３根管) 
口腔内消炎手術 

(歯肉膿瘍等)※180 点 

 

 

ファイバーポスト imp 追加 

ファイバーポスト imp を追加しました。(間接法のみ算定可) 

※処置コード：1511610 

※準用点数にて暫定的に算定されていたユーザー様に 

おかれましては、削除の上で入れ直し作業が必要となります。 

ファイバーポスト追加 

支台築造(ファイバーポスト)を追加しました。 

※処置コード：1106130 

※準用点数にて暫定的に算定されていたユーザー様に 

おかれましては、削除の上で入れ直し作業が必要となります。 

※未来院請求時の算定にも対応しています。 

歯周治療用装置 imp 追加 
歯周治療用装置 imp(点数なし)を追加しました。 

※処置コード：1511710 

ipad 歯周検査対応 
「歯牙情報」の中の「埋伏歯」および「Ｐ除外」の情報と 

連動されるよう対応しました。 
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高額療養費の現物給付 

に関する対応 

修正前 高額療養費の現物給付が行われたかどうかを点数に

て判定している。 

             ↓ 

修正後 日々の負担金の合計額にて判定する方法へ変更しま

した。 

領収証の期間指定印刷時の 

日別分割印刷 

修正前 領収証の期間指定印刷時に、日別に分割して印刷する

事ができず必ず一括印刷となってしまう。 

             ↓ 

修正後 期間指定印刷時に、日別に分割するか一括印刷かを選

択できるよう対応しました。 

※但し、会計登録をされていない日の領収証は印刷されませ

ん。また、1 日 2 度来院分については 1 日分としてまとめて印

刷されます。 

頭書き(1 号用紙)印刷 

修正前 頭書き(1 号用紙)を印刷した際に、「資格取得日」の日

付情報が一部切れて印刷されてしまう。 

例：12 月 25 日 などの場合 

↓ 

修正後 切れずに印刷されるよう修正を行いました。 

歯牙情報の「状態」項目の 

追加 

処置入力画面にて設定が可能な「歯牙情報」の「状態」の 

中に、下記の項目を追加しました。 

○Ｐ除外 

○Ｐ除外,残根 

○Ｐ除外,抜髄 

○Ｐ除外,残根,抜髄 

※欠損歯や埋伏歯以外の何らかの事情によりＰの部位から 

除外されたい場合は、上記の項目へ任意で設定をお願い致しま

す。 

 

レセプト印刷画面の 

検索画面における表示名称 

 

修正前「[F3]検索」画面における「本人・家族」の中の４番の

表示名称が「三歳未満」となっている。 

             ↓ 

修正後 ４番を「就学前」に修正しました。 

県別公費登録の機能追加 

修正前 レセプトの「患者負担額(公費)」欄に出力する金額を

1 円単位または 10 円単位のいずれかに設定できるが、社保・国

保それぞれ別々に設定する事ができない。 

             ↓ 

修正後 社保・国保それぞれ別々に設定できるよう対応しまし

た。 
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頭書き画面の 

「その他」における対応 

頭書き画面の「その他」の中にある下記項目の入力欄に 

コメントナビゲータへの連動ボタンを追加しました。 

○業務災害又は～ ※以下省略 

○備考 ※上 

○備考 ※下 

また、ナビ分類の「その他」の中に「災害疑い」および 

「備考」という小分類を作成する事で、上記のそれぞれの 

ボタンよりリンクされるよう対応しました。 

 


